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以
上
、

本
書
に

対
す
る

評
者
の

疑

問
を

述
べ

て

き
た
が
、

こ

れ
は

あ
く

ま
で

も
メ

ラ

ネ
シ

ア

の

人

類
学
を
専
門
と
し

て

い

な
い

門
外
漢
の

も
の

で

あ

り
、

本
書
の

学
問
的

価
値
を

何
ら
減

ず
る

も
の

で

は
な
い
。

な
に

ぶ

ん

大

部
な

著
作
な
の

で

正

直
読
む
の

に
少
し

時
間
を

費
や

し

た

が
、

本
書
を

；
輒

し
て

感
じ
る

の

は
、

人

類
学
の

理
論

的
行
き
詰
ま

り
を
な
ん

と

か

打

開
し
な

け
れ

ば
と

い

う
若
々

し

い

気
負
い

と
、

著
者
の

フ

ィ

ー

ル

ド
で

の

興
奮
と

「

ク

サ
ゲ

の

人
々
」

へ

の

深
い

愛
情
で

あ
る

。

い

わ
ば

手
探
り
の

状
態
で

本
格
的
な

フ

ィ

ー

ル

ド
で

出
か
け
て

い

き、

そ
こ

で

CFC

と

い

う
「

金

脈
」

に

出
く
わ

し、

そ
の

調
査
で

様
々

な
出
来
事
や

出

会
い

を

体

験
し

た

著
者
の

喜
び
と

気
持
ち
の

高
ぶ

り
が
伝
わ
っ

て

き
て

、

評
者
を
久

し

ぶ

り
に

新
鮮
な

気
持
ち
に
さ
せ

て

く
れ
た

。

本
書
は
、

ま
さ
に

人
類
学

の

次
代
を

担

う
若
き

俊
英
の

情
熱
と

力
が

横
浴

す
る

力
作
だ
と
い

っ

て

い

い

だ

ろ

う
。

な
お
、

些

細

な
こ

と
を
一

つ

だ

け
。

一

八

三

頁
の

引
用
の

「

は

じ

め

に
、

言
葉
だ

け
が
あ
っ

た
」

は
、

『

創
世
記
」

で

は
な

く、

『

ヨ

ハ

ネ
に

よ

る
福
音

書
』

の

誤
り
で

は
な
い

だ
ろ

う
か
。

ケ

ネ
ス
・

タ

ナ
カ

著

『

ア

メ

リ
カ

仏
教

　

　

ー
仏
教
も
変．
わ

る
、

ア

メ

リ
カ

も

変
わ
る

』

武

蔵
野
大
学
出

版
会
　
二

〇
一

〇

年
五

月
二

〇
日

刊

　

　

　

　
A5

判

　
三
＝ ．
五

頁

　
二

〇

〇
〇

円
＋

税

岩

本

明

美

　

本
書
『

ア

メ

リ

カ

仏

教
　
　
仏
教

も
変
わ

る
、

ア
メ

リ

カ

も

変
わ

る
』

は、

ア

メ

リ

カ

に

お

け
る

仏
教
に

つ

い

て

の

概
説
書
で

あ
る

。

「

凵

本
の

読

者
を

対
象
と

し、

特
定
の

国
由
来
の

仏
教
や

特
定
の

宗
派
に
限
ら

ず、

ア

メ

リ
カ

仏

教
全

体

を
総

合

的
に

解
説
す
る

こ

と

を
目

的
」

と

し

て

い

る
。

こ

の

よ

う
な
日
的
を

も
っ

て

書
か
れ
た

日

本
語
の

書
物
は
、

こ

れ
ま

で

存
在
し
な

か
っ

た
。

　

本
書
の

著
者、

ケ
ネ
ス

・

タ

ナ
カ

氏
は

、

ア

メ

リ
カ

国
籍
を
も
つ

日
系

一、一
世
で

、

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

近
郊
に

育
つ

。

カ

リ
フ

ォ

ル

ニ

ア

大
学
バ

ー

ク

レ

i
校
で

博
士

号
を

取
得
し
た

仏
教

学
者
で

あ
り

、

ま
た

浄
土

真
宗

本
願
寺
派
の

僧
侶
で

も
あ
る

。

現
在、

武

蔵
野
大
学
で

教

鞭
を
と
る
。

著

者
の

中

学
・

高
校
時
代
に

あ
た
る
一

九

六
〇

年

代
前
半
当
時
の
一

般
ア

メ

リ

カ

人
の

仏
教

認
識
は

、

「

お
へ

そ

を
眺
め

な
が
ら

す
る

ア

ジ

ア

の

カ

ル

ト
」

程
度
に

過

ぎ
な
か
っ

た
。

著
者
は

、

「

あ
な
た
の

宗
教
は

何
で

す

か

？
」

と

問
わ

れ

て

も
、

引

け

目
か

ら
．．

H

⇔

ヨ
p

切
仁

＆
三
。゚

气．

と

は

言

え

ず、
．．

H

  身
08

曽

uJ

巨
α

ぽ
ω
什

o
げ

霞
6
げ

ぎ

3
尋
⇒．．

と

答
え
て

い

た
。

だ
が
、

彼
の

三

人
の

子
供
た
ち
は
、

そ

う
で

は

な
い

。

正
々

堂
々

と、
、、

H

160（782）
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聾

ヨ
箇

じd
ロ
α

α

三
。゚

冖 、、

と
＝．
尊
え

る

よ

う
に

育
っ

た
。

ア

メ

リ

カ

の

仏

教
状
況

は
、

一

九
七
〇

年
代

後
半
に

は、

一

変
し

て

い

た

の

で

あ
る

、

　

現
在
ア

メ

リ

カ

に

は、

ア

ジ
ア

諸

国
で

発
展
し
た
お
よ

そ

あ
り

と

あ
ら

ゆ

る

仏

教
宗
派
が

上

陸
し、

ユ

ニ

ー

ク

な

成
長
を

遂
げ
て

い

る
。

評
者
が

こ

の

事

実
を

知
っ

た
の

は
、

学
位
（
課
程

博
士
）

取

得
後
二

〇

〇

二

年
夏

に

渡
米
し
た
折
で

あ
る

。

．
評
者
は
研

究
上

、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト
・

パ

ー

リ

語
・

チ

ベ

ッ

ト

語
・

漢
語
の

仏
教
文

献
を

扱
う

。

ア

メ

リ
カ

で
、

テ

ー

ラ

ワ

ー

ダ
・

チ
ベ

ッ

ト
・

禅
仏
教
な
ど

の

寺
院
や

セ

ン

タ

ー

を
劼
問

す
る

機

会
を

得
て
、

そ
れ

ら

古
典
世
界
が
生

命
を

持
ち

始
め
、

と
て

も
面

自
い
。

　

そ
の

面
白
さ
を

伝
え
よ

う
と
、

二

〇
〇
四

年
に

帰
国
後
幾
度
か
日

本
の

大
学
で

ア

メ

リ
カ

仏

教
に

つ

い

て

教
え
た

こ

と
が

あ
る

が、

そ
れ
を
テ

ー

マ

と
し

た

日
本
語
の

概
説
書
（
教
科
書、

参
考
書）

が

な
く
苦
労
し
た

経

験
を
も
つ
。

本
書
は
、

評

者
に

と

っ

て
、

ま
さ
に

待
望
の
一

冊
な
の

で

あ

る
。

　
一

九
九
〇

年
以
降、

ア

メ

リ

カ

で

は
、

ア

メ

リ
カ

仏

教
の

研
究
が
急
速

に

進

展
し
、

次
々

に

関
連

書
が
上

梓
さ

れ

て

い

る
。

そ
の

冊
数
は

相
当
な

数
に

の

ぼ

る

が
、

本
書
の

著

者
が

ア

メ

リ
カ

仏
教
研
究
の

第
一

人

者
の
一

人
と

い

え
る

C
・

プ
レ

ビ

シ

氏
と

と

も

に

編
集

し
た
、

→

ミ

寄
ら

黠

ミ

馳
黷

職
気

ミ
動

ミ

ミ

』

ミ

ミ
帆

ミ
（

ud
Φ

居

評

巴
 

鴇

¢

巳
く

雲
匹

亳
ohO

帥一

蔘
ヨ
冨

勺
「

窃
。゚

し
O
ゆ
゜。
）

は
、

ア

メ

リ

カ

仏
教
の

特

徴
を
よ

く
捉
え
た
基

本
論
集
と

し
て

今
も

頻
繁
に

引
用
さ
れ

る
。

　

本

書
は
、

そ
れ

と

は

執
筆
姿
勢
を
全

く
異
に

す
る

。

著
者
が、

「

単
に

客
観
的
な

論
述

や
狭
い

意
味
で

の

学
術
研

究
書
に

と
ど

ま
ら

ず
、

私
の

ア

メ

リ
カ
仏

教
の

体
験
も
交
え

な
が
ら

、

客

観
性
も

持
つ

一

般

向
き
の

本
を

目
指
す
こ

と
に

し

た
」

と

述
べ

て

い

る
通
り

、

本
書
は

幅
広
い

読

者
を

対

象
に

し
た
も
の

で

あ
る

，

章
立
て

は
、

以
下
の

通
り
で

あ
る

。

序
章
　
伸
び

る

ア

メ

リ

カ

仏
教

第
一

章
　

現
状
　
仏
教
人

卩

と
種
類

　

＝

］

仏
教
人
口

　
［
二
］
仏

教
徒
の

種
類

　
［

＝ 、
］

主
な

団
体
・

寺
院
・

セ

　
ン

タ

ー

第．
一

章
　
浸
透

　
一

般
社
会

　

＝
］
マ

ス

コ

ミ

の

注
目

　［
二
］

著
名
人

　
［

三
］

映
画
・

テ

レ

ビ

番
組

　
［

四
］

書
物
　［
五
］

大
学
の

仏
教
教
育

第
三

章
　
歴

史
　
卜
大
出
来

事

　
［

二
一

八

四

四

年
　
学
会
で

の

仏
教
の

紹

介
　

　
知
識
人
に

よ

る

導
入

　
［

二
］
一

八

五．一．
年
　
中
国
人
に

よ

る

仏
教

寺
院
の

建
立

ー
ア

ジ

ア

の

　

生
き
た
仏

教
の

渡
来
　［
＝

コ

一

八

八

〇
年

　
白
人

仏
教
徒
の

誕
生

ー

　

H
本
や

ア

ジ
ア

と
の

交
流

　
口

四

冒

八
九

三

年

　
万
国
宗
教
大

会

　
キ

リ
ス

ト

教
と

肩
並
べ

　
［
五
］

一

九

四、
、

年
　
僧
侶
の

逮
捕

　
　
移
民

　

社
会
と
仏

教
の

役
割
　
［
六
］

一

九
五

八
年

　
「

ザ
・

ダ
ー

マ

・

バ

ム

ス
』

　
の

刊
行

　
　
一

般
社

会
に

影
響

す
る

ビ

ー

ト
仏
教

　
［
七
］

］

九
六
二

年

　

サ
ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

禅
セ

ン

タ

ー

の

開
始

　

実

践
道

場
の

誕
生

　
［
八
］

一

九
七
四

年
　
イ
ン

サ
イ

ト
・

メ

デ

ィ

テ

ー

シ

ョ

ン

・

ソ

サ
イ
ア

　
テ

ィ

　
　
新
し
い

形
の

仏

教
　
［
九
］

一

九
七
六

年
　
創
価
学
会
の

建

国

　
二

百
年
祝
典

　
　
ア

ジ

ア

宗
教
の

ア

メ

リ

カ

化

　
［

十］
一

九
九

六
年

　

米
国
副
大
統
領
の

仏

教
寺
院
へ

の

訪

問
　
　
移
民
仏
教
の

社
会
同
化

第
四

章
　
特
徴

　
ア

ジ

ア

の

仏
教
と

比

較
し

て

　
［

一
］

平
等
化

　［
二
］

メ

デ

ィ

テ

ー

シ

ョ

ン

中
心

　［
三
］

参
加
仏
教
　
エ

　
ン

ゲ
イ

ジ

ド
・

ブ

デ
イ

ズ
ム

　
［
四
］

超
宗
派

性
　［
五凵

個
人

化
宗
教
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第
五

章
　
解
釈
　
ア

メ

リ
カ
へ

の

同

化

　
［

＝

科
学
　
［

二
］

心
理

学
　
［

＝

こ

環
境
　
［

四
］

　

視
　
［

五
］

仏

教
ユ

ー

モ

ア

第
六

章

　
原
因

　
全

体
の

伸
び

　
［

一
凵

宗
教
の

重

要
性

　
［

二
］

宗
教
情
勢
の

変
化

　

力

［

四
凵

仏

教
特
有
の

原

因

結
び

　
仏
教
も

変
わ
る
、

ア

メ

リ

カ

も
変
わ
る

「

こ

の

世
・

ム
フ

」

の

重

［、
二
］

東
洋
宗
教
の

魅

　
目

次
か

ら
察
せ
ら
れ

る

よ
う
に

、

本
書
の

内
容
は
、

一

般

書
と
い

う
性

格
上
、

広
く
浅
く

多
岐
に

わ
た
る

。

そ
の

す
べ

て

を

紹
介
す
る

こ

と
は

紙

数
的
に

も
無
理
な
の

で
、

学
術
的
に

よ

り
興
味

深
く、

学

界
で

あ
ま

り
知

ら
れ

て

い

な
い

と
想

像
さ

れ
る

事
実
を

扱
っ

て

い

る
、

章
や
節
に

絞
っ

て

そ

の

要
旨
を
述
べ

た
い

。

　

第
一

章
で

は
、

仏
教
人

口
の

増

加

が
不

さ
れ
る

。

著
者
の

い

う
仏
教
人

凵

と
は
、

三

つ

の

グ

ル

ー

プ

か
ら

成
る

。

仏

教
徒
（

じσ

昌
α

ぼ
珍
ω）

と
、

仏

教
同

調
者

（

の

鴫

日
O
讐
ぼ
N
Φ

富）

と
、

仏

教
に

影
響
さ
れ

て

い

る

も
の

（

90
ω

Φ

剛

邑
⊆
Φ

昌
o
Φ

匹

σ
団

しロ
ロ

匹
α

三
の

ヨ
）

で

あ
る

。

本
書
で

は
、

自

分
が

仏
教
徒
で

あ
る

と

い

う
意

識
を

持
ち
な
が

ら
、

仏
教

的
な
行
為
を

行
う
者

を
「

仏
教

徒
」

と

定
義
し
て

い

る
。

彼
ら
は
、

必

ず
し

も
仏
教
組

織
の

会

員
で

あ
る

必

要
は

な
い

。

第
二

の

「

仏
教
同
調

者
」

と
は
、

仏
教

的
な

行

為
を

行
う
に

も
か

か

わ
ら

ず
、

特
定
の

仏

教
寺
院
や
セ

ン

タ

ー

と

は

深
い

関
係
を
持
た

ず、

自
分
が
「

仏
教
徒
」

で

あ
る

と

断

定
し

て

い

な
い

者
を

い

う
。

著

者
は
、

「

仏

教
徒
」

を
＝ 一
〇

〇
万
人、

「

仏

教
同
調
者
」

を
二

五

〇
万
人
、

「

仏
教
に

影
響

さ
れ
て

い

る

者
」

を
二

五

〇

〇

万
人
と

見
積

も

っ

て

い

る
。

　

次
に

、

仏
教
徒
を
ど

う
分
類
す
べ

き
か

が
議
論
さ

れ
る

。

ア

メ

リ
カ
で

は
日

本
流
の

宗
派
に

よ

る

分
類
は
通

用
し

な
い

。

二

種、

三

種、

四
種
の

グ
ル

ー

プ
に

分
け
る
、

三

つ

の

分
類

法
が

示
さ
れ
る
。

第
一

は
、

C
・

プ

レ

ビ

シ

が

使
う
分
類
で

、

移
民
と

改
宗
者
と
の

二

種
に

大
別

す
る

。

移
民

と

は
、

ア

ジ
ア

諸
国
か
ら
の

移
住
者
で

あ
る

。

他

方、

改
宗
者
と
は
、

親

が
仏
教
徒
で

は

な
く、

自

分
の

意
志
で

仏
教
徒
と
な
っ

た

人
た

ち
で
、

彼

ら
の

ほ

と
ん

ど

が
キ
リ

ス

ト

教
や
ユ

ダ
ヤ

教
の

家
庭
で

育
っ

た
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

系
（
白
人
）

と

ア

フ

リ
カ

系

璽…
人
）

で

あ
る

。

　

著
者
が

提
唱

す
る

の

は
、

（
一
）

旧
ア

ジ
ア

系
仏
教

徒、
（
二
）

新
ア

ジ
ア

系
仏
教
徒、

（
三
）

瞑
想
中
心
の

改
宗
者

、

（
四）

題
目

中
心
の

改
宗
者
の

四

種
の

グ
ル

ー

プ
に

分
つ

も
の

で

あ
る

。

（

一
）
は
、

伝
来
か
ら．
自
年
以
上
を

経
過
し

た

中

国
や

日

本
か

ら
の

仏

教
を

継

承
す

る

グ

ル

ー

プ
で

あ
る

。

〔
二
）
は
、

一

九
六

〇

年
代

後
半
以

降、

主
と
し

て

台
湾、

韓
国、

東
南
ア

ジ
ア

か
ら

渡
来
し

て

き
た
仏

教
徒
で

あ
る

。

（
二
）

は
、

2
）
ほ

ど

に
は
ア

メ

リ

カ

へ

同

化
し

て

お
ら
す

、

そ
の

グ
ル

ー

プ
で

は

祖
国
の

文
化
が
重

視

さ
れ
、

ほ

と
ん

ど

の

場
合

母
国
語
が

使
用
さ
れ

て

い

る
。

（

三
）
は
、

禅
、

チ

ベ

ッ

ト

仏

教
、

及
び

東
南
ア

ジ

ア

仏

教
の

三

系
統
に

所

属
し
、

多
く

は
、

大
学
卒
で
、

中
流
階
級
以
上

で

あ
り、

ま
た

大
半
は

白
人
で

あ
る

。

（

四
）

は
、

題
目

を

唱
え

る
こ

と

（
o
げ
蝉

昇
ぎ
o⊇）

に

専
念
す

る
GoOH

−

dG
り

〉

（
創
仙
学
会
イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ
ル
）

の

改

宗
者
を
指
す．、

白
人
だ

け
で

な
く
、

黒
人
や
ヒ

ス

パ

ニ

ッ

ク
、

ア

ジ

ア

系
の

多
様
な
人
種
や

民
族
か
ら

な
る
。

ま

た
そ
の

所
得
層
も
幅

広
い

。

著
者
は

、

こ

の
（

こ
〜
（
四
）

の

仏

教

徒
の

数
を、

大
雑
把
に

そ
れ

ぞ
れ
、

二

五

万
、

　一

三

五

万
、

＝
二

〇

万
、

一

〇

万
く
ら

い

と

し
て

い

る
。

　
第
＝ 、
章
で

は
、

仏

教
の

発
展
の

大
ま
か

な
流

れ
を
、

十
の

画
期
的
な

出

162（784）
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来

事
を

通
し

て

見
よ

う
と

す
る

。

最
後
の

出
来
事
は
、

一

九
九
六

年
の

ゴ

ア

元
副

大
統
領
の．
曲

来
寺
訪
問
に

伴

う
ス

キ

ャ

ン

ダ
ル

で

あ
る
。

西
来

寺

は
、

台

湾
の

四

大
教
団
の
一

つ

で

あ
る

佛
光
山

の

ア

メ

リ

カ

の

拠
点
で
、

一

九

八

八

年
に
ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

郊
外
に

建
立
さ

れ

た
、

ア

ジ

ア

圏
外
で

最

大
の

仏

教
寺
院
で

あ
る

。

ゴ

ア

が
そ
こ

を

訪
問
し

た

こ

と
に

よ
っ

て
、

結

果
的
に

約
一

四
万

ド

ル

の

寄
付
金
が

集
ま
っ

た
。

そ
の

た
め、

問
近
に

控

え
た

選

挙
の

資
金

調
達
が

目
的
で

あ
っ

た
か

の

よ

う
に

受
け

取
ら
れ
、

こ

の
一

件
は
、

大
き
な
政

治
的
事
件
へ

と

展

開
し
た．．

意
見
は

多
岐
に

わ
た

り、

仏
教
寺
院
が
そ
の

よ

う
な

事
件
に

関

与
し
た
こ

と
を

恥
じ
る

仏

教
徒

も
い

た
。

だ
が、

著
者
自
身
は
、

ア

メ

リ

カ

仏
教
の

発
展
と

い

う
観
点
か

ら

見
て
、

こ

れ

を
画

期
的

な
出

来
事
と

み

な
す

。

と
い

う
の

も
、

仏

教
寺

院
が

他
の

宗
教
団

体
と
同

様
に

政
治
活
動
に

参
加

す
る

よ

う
に
な
っ

た
か

ら
で

あ
る
。

ま

た、

こ

の

事
件
を

報
道
し
た

種
々

の

メ

デ

ィ

ア

が、

仏

教

を
ア

メ

リ

カ

の

宗

教
と

し

て

扱
っ

た

か
ら
で

あ
っ

た
。

「

仏
教
は
、

一

九

五

〇

年
代
以
降
に

は、

ア

メ

リ

カ

的
要
素
を
取
り
入
れ
な
が

ら
急
速
な

伸

び
を
遂
げ
、

現
在
『

東
洋
の

み

の

宗
教
』

と
い

う
イ
メ

ー

ジ
を

脱
却
し、

『

ア

メ

リ
カ

の

宗
教
』

の
一

つ

と

し
て

成
長
」

し

た

の

で

あ
っ

た
。

　

第
四

章
で

は
、

「

瞑
想

中
心
の

改

宗
者
」

に

焦
点
を

当
て

て
、

ア

メ

リ

カ

仏

教
の

特

徴
が

五

点
に
ま
と

め

ら

れ
る

。

彼
ら

に

焦
点
を

絞
る

理
由

は
、

ア

ジ

ア

本
部
か
ら
組
織
的
に

独
立
し

て

お
り、

ア

メ

リ

カ

化
的
特
徴

が
顕
著
に

見
ら
れ

る

か
ら

で

あ
る

。

第
一

節
〔、
卞
等
化）

で

は
、

2
）

在

家
を

志
向
す
る

傾
向、
（
二
）

女
性
の

地

位
の

著
し

い

向
上、

（

三）

仏
教
の

同
性
愛
者
に

対

す
る

寛
容
な

態
度
が
あ
げ
ら
れ

る
。

ア

ジ

ア

の

伝
統
仏
教

で

は
、

出
家
者
が

在
家
者
よ

り
優
位
で

あ

り
、

出
家
者
は

在

家
者
に
敬
わ

れ
、

生
活
を
支
え
ら

れ
て

い

る
。

し
か
し

、

ア

メ

リ
カ

で

は
、

組

織
を
キ

導
す
る

立

場
に

あ
る

者
で

も
出・
豕

し

て

い

る
も
の

は

極
め
て

少
な
い

。

そ

の

理
山
と
し

て
、

出
家
者
を

サ
ポ
ー

ト

し
得
る
制

度
的
基
盤
が

な
い

こ

と

や、

仏
教
に

魅

力
を

感
じ

る

人
に

は

厳
し

い

戒
に

縛
ら

れ
た

く
な
い

者
が

多．
い

こ

と

な
ど
が

指
摘
さ

れ

る
。

第
二

の

特
徴
は
、

メ

デ

ィ

テ

ー

シ

ョ

ン

を
中
心
に

受
容
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

ア

メ

リ

カ

で

は
、

儀
式
や
教

義
よ

り
も
ブ

ラ

ク

テ

ィ

ス

が

重
視
さ
れ
る

の

で

あ
る

。

第
＝ ．
は

、

参
加
仏

教
（

エ

ン

ゲ
イ
ジ

ド
・

ブ

デ

ィ

ズ
ム
）

が

比

較
的
盛
ん

な
こ

と

で

あ
る
。

そ
の

背
景
に

は
、

ア

メ

リ

カ

で

は

「

本
物
」

の

宗
教
は

杜
会
の

問
題
に

取

り
組
み、

人
々

の

苦
し
み

や

問
題

に

関
わ
る
、

と

い

う
考
え

が
あ
る

。

　

第
五

章
で

は
、

ア

メ

リ

カ

人
が

仏
教
を
ど

う
解
釈
し
て

き
た

の

か
、

そ

れ
を
五

つ

の

主

題
の

も
と
に

検
討
す
る

。

最
も

顕
著
な
の

は
、

仏
教
の

心

理
学
に

よ

る

解
釈
で

あ
ろ

う
。

著
者
の

い

う
心
理

療
法
を
も

含
む

心
理

学

は
、

ア

メ

リ

カ

が

仏
教
を
導
人
し

て

い

く
う
え
で

大
き
な
窓
口

の
一

つ

と

な
っ

て

き
た

。

心

理
学
と
仏

教
を

テ
ー

マ

に
し

た

数
百
と

い

う
書
籍
が

、

今
日
ア

メ

リ

カ

で

販
売
さ
れ
て

い

る
。

　

心
理
学
と
仏
教
を

協
働
さ
せ
る

こ

と
に

よ

っ

て

大
き
な
成
果
を

挙
げ
て

い

る

の

が、

セ

ラ

ピ

ス

ト
の

ジ
ョ

ン
・

ウ
ェ

ル

ウ

ッ

ド
で

あ
る

。

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
の

三

十
年
以
上
の

修
行
経
験
を

も
つ

彼
女
に

よ
れ
ば
、

仏
教
は

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル
、

心
理

学
は

心
理
を
領

域
と

す
る

．

つ

ま

り
前
者
は
、

無

限
で

普
遍
的
で

絶

対
的

真
実
を、

後
者
は
、

有
限
で

個
人

的
で

相
対

的
真

実
を

対
象
と

し
て

い

る
．

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル

の

道
に

は
、

目
覚
め

 
霧一−

【
Np

二
〇

巳

と

実
現
（
po

ε
眇

蔚
讐
δ

巳

の
．
．

つ

の

側

面
が

あ

り、
「

目

覚

め
」

は

相
対
的
な
領
域
か
ら

絶
対
的
な

領
域
へ

の

突
入
で

あ

り、

「

実
現
」

は
逆
に

絶
対
的
な

領
域
か

ら

相
対
的
な

領
域
に

戻
る

こ

と
で

あ
る

。

現

代

ア

メ

リ

カ

社
会
は
、

こ

の

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル

な

面
を

受
け
入
れ

支
え
る
こ

（785）163
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と

が

比

較
的
困

難
に

な
っ

て

き
て

お

り、

そ
こ

に

こ

そ
心
理

学
の

役
目
が

あ
る

。

そ
の

役
目
と
は
、

「

目

覚
め
」

に

対
す
る

「

実
現
」

の

側

面
を
促

す
こ

と

で

あ
る

。

つ

ま

り
は

心
理

学
の

知
識
は

、

一

個
人
が

相
対
的
な
日

常
の

生

活
の

中
に

普
遍
的
な
仏

教
の

教
え
を

具
現
化
す
る
こ

と
の

手
助
け

と
な

る

の

で

あ
る

。

　

本
書
で

は
「

ア

メ

リ

カ

仏
教
」

を

特
に

規
定
し
て

い

な
い

が、

そ
れ
は

ア

メ

リ
カ

固
有
の

仏

教
の

み
を
い

う
の

で

は
な
い

。

ア

メ

リ
カ

で

実
践
さ

れ

て

い

る

仏
教
全
般
を

指
す

。

そ
れ
ら

多
種
多
様
な

仏
教
を
そ
れ

を

実
践

す
る

者
の

特
色
に

着
目

し
て

グ

ル

ー

プ

分
け

す
る

な

ら、

お
そ
ら

く
著
者

の

四

分
類
が
最
も
無

難
で

あ
ろ

う
。

プ
レ

ビ
シ

の

二

分
類
で

は、

著
者
が

そ
れ

に

焦
点
を

合
わ
せ

て

議
論
す
る

実
践
者
の

グ
ル

ー

プ

（
瞑

想
中
心
の

改

宗
者
）

が
浮
か
び
上
が
ら

な
い

。

他
方
そ
の

グ
ル

ー

プ
は

、

J
・

ナ
テ

ィ

エ

に

よ
る

三

分
類
（
輸
入
・

輸
出
・

荷
物
）

の

う
ち
の

「

輸
入
」

グ

ル

ー

プ

と

構
成
員
は
一

致

す
る

。

し
か
し

「

輸
入
」

と
い

う
呼
称
は
そ

ぐ
わ

な
い

。

と
い

う
の

も、

本
場
の

ア

ジ

ア

か

ら

先
生

を

呼
ん

で
、

つ

ま

り

「

輸
入
」

し
て

始
ま
っ

た

集
団
と
は

限
ら
な
い

か

ら
で

あ
る

。

ア

ジ

ア

に

出
か
け
修

行
を

積
み、

帰

国
後
セ

ン

タ
ー

を
立

ち
上

げ
た

集
団
も
少
な

く

な
い

の

で

あ
る
。

　

そ
の

代
表
的
な
集
団
が
、

イ
ン

サ
イ
ト
・

メ

デ
ィ

テ

ー

シ

ョ

ン
・

ソ

サ

イ
ア

テ

ィ

で

あ
る

。

そ
の

創
設
を、

著
者
は
、

十
大
出
来
事
の

う
ち
の

第

八
に

挙
げ
る

。

創
立

者
の

四

人
は
、

東
南
ア

ジ
ア

で

テ

ー

ラ

ワ

ー

ダ
の

ヴ

ィ

パ

ッ

サ
ナ

ー

（

イ

ン

サ
イ
ト
）

と
い

う
瞑
想
修
行
を

積
み
、

帰
国

後
指

導
を

始
め

た
。

そ
の

瞑
想

法
は
、

今
で

は
ア

メ

リ
カ

全

国
に

そ
れ
を

指
導

す
る

セ

ン

タ

ー

が
存
在
す
る

ほ
ど

人
気
が

あ
る

。

　
と

こ

ろ

で
、

こ

の

第
八
が

第
六
・

七
と
と

も
に

、

一

九
五

〇

年
代
以

降

急
上

昇
す
る

仏
教
受
容
（
人

気）

を

示
す
出
来

事
と

し
て

選
択
さ
れ
て

い

る

の

は
、

別
の

観
点
か
ら

も
適
切
で

あ
る
。

第
六
で

言
及
さ

れ
る

『

ザ
・

ダ
ー

マ

・

バ

ム

ス
』

（

一

九
五

八
）

に
、

禅
の

思

想
が

色
濃
く
反

映
し
て

い

る

こ

と

は

よ

く
知
ら
れ
て

い

る

が、

そ

れ
は
、

鈴
木
大
拙
に

よ

っ

て

紹

介
さ
れ
た
仏

教
教
理
が
ア

メ

リ

カ

で

受
容
さ
れ
た

事
実
を

物
語
る
。

次
の

第
七
の

鈴
木

俊
隆
老
師
に
よ

る

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

禅
セ

ン

タ

ー

の

創
始

（
一

九
六
二
）

は
、

坐
禅

を
し
た
い

改

宗
者
の

ニ

ー

ズ

に

応
え
た

も
の

で

あ
る

が、

こ

れ

は

仏
教
が
理

論
か

ら
実

践
の

時
代
に

入
っ

た
こ

と

を
象
徴

す
る

。

著
者
が

述
べ

る
よ

う
に
、

実
際

、

⊥

ハ

○
・

七

〇

年
代
に

は
、

鈴
木

老
師
の

ほ

か、

ア

ジ

ア

諸
国
か
ら

有
力
な

布
教
者
た

ち
が
ア

メ

リ
カ

に
渡

り、

メ

デ

ィ

テ

ー

シ
ョ

ン

を
中

心
と

す
る

改
宗
者
を

輩
出
し
た
。

チ

ベ

ッ

ト

仏
教
カ

ギ
ュ

派
の

活
仏、

チ
ョ

ギ
ャ

ム

・

ト
ゥ

ル

ン

バ

は
、

そ
の

代
表

で

あ
る

。

最
後
の

第
八

は
、

ア

メ

リ
カ

人
に

よ

っ

て

仏
教
が

完
全
に

消
化

さ

れ

た
一

つ

の

事
例
と

し
て

受

け
取
る
こ

と

が
で

き
る

で

あ
ろ

う
。

つ

ま

り
、

第
六

か
ら

第
八

の

出
来

事
は

、

　一

つ

の

完
結
を

み
た

「

瞑
想
中
心
の

改
宗
者
」

の

仏
教
受
容
史
と

し
て

捉
え

得
る

の

で

あ
る

。

（

続
く
第
九
・

十
は
、

「

瞑
想
中
心
の

改
宀

示

者
」

に
関
わ
る

出
来

事
で

は

な
い
．．

〉

　
さ

て
、

こ

の

「

瞑
想
中
心
の

改
宀

示

者
」

の

仏
教
受
容
に

関
し

て
、

本

書

で

は

あ
ま

り
留
意
さ

れ

て

い

な
い

が
、

評

者
に

は

重

要
と

思
わ
れ

る

側

面

が
あ
る

。

そ
れ
に

つ

い

て

簡
単
に

述
べ

て

お

き
た
い
。

著
者
は
、

ア

メ

リ

カ

で

は
、

伝
統
を
軽

視
し

集
団
で

よ

り
も
個
人

的
に

仏
教
を

実
践
す
る

傾

向
が

あ
る

こ

と
、

ま
た

厳
し
い

戒
律
に

縛
ら
れ

ず
に

実
践
し
た
い

者
が

多

い

こ

と
を

指
摘
し
て

い

る
。

し
か

し

な
が
ら

、

こ

う
い

っ

た

傾
向
と

は
逆

行
す
る

潮
流
も
あ
る

の

だ
。
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た
と
え
ば
、

本

書
の

冒
頭
で

室、
言

及
さ
れ

て

い

る

ア

メ

リ
カ

人

老
師
ジ

ョ

ン
・

大
道
・

ロ

ー

リ
ー

が

創
設
し

た

No

コ

ζ
o
⊆

葺
巴
昌

ζ
o
口

塁
8
「

＜

は
、

ア

メ

リ

カ

に

は

珍
し

く
、

規

律
の

厳
し

い

禅

院
（
サ

ン

ガ
V

で

あ

る
。

円

本
の

禅
宗
が

捨
て

て

し
ま
っ

た

経

典
学
習
な

ど
の

伝
統
も

復
活
さ

せ
て

い

る
。

そ
も
そ
も

大
道
老
師
が
私
淑
し
た
チ
ベ

ッ

ト

の

活
仏
・

ト
ゥ

ル

ン

バ

自

身
が
、

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

で

実
践
す
る

こ

と
を

重
視
し
た

。

現

在

シ

ャ

ン

バ

ラ
・

イ
ン

タ

ー

ナ

シ
ョ

ナ
ル

と

呼
ば

れ
る
一

大
組
織
は
、

そ
の

理
念
の

結

晶
で

あ
る

。

さ
ら

に＝．冖
口

え
ば
、

そ
の

ト
ゥ

ル

ン

バ

が

父

の

ご

と

く
に

慕
っ

た
、

鈴
木
俊
隆

老
師
も、

本
書
で

も
述
べ

ら
れ

て

い

る

通
り、

規
律
を
重
ん

じ

た
。

他
方
、

テ

ー

ラ

ワ

ー

ダ

で

も、

厳

密
に

ヴ
ィ

ナ

ヤ
を

守
っ

て

い

る

ア

メ

リ

カ

人
比
丘
が

い

る
。

．
．

十
年
近
く

、

タ

イ

の

森
林
で

修
行
を
積
ん

だ
、

目

冨
巳
の

の

胃
o

ゆ

涛
屏

ゴ
（

〉

宣
帥

口

Ω
Φ

o

邑

で

あ
る
。

彼
は

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州
サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

に

ζ
Φ

＃
p

閏
o

話
緯

ζ

8
四
ω脚

9
曙

を
創

設
し
た

中

心
人

物
で

あ

り、

一

九

九
＝ ．

年
以

来
そ
の

僧
院

長

で

あ
る
．

そ
こ

は

ア

メ

リ

カ

的
な
リ
ト
リ

ー

ト
プ
ロ

グ

ラ

ム

も
提

供
す
る

が
、

布
施
に

頼
っ

て

僧
院
を

運
営
す
る
ほ

ど
テ

ー

ラ

ワ

ー

ダ
の

伝

統
を
墨

守
し

て

い

る
。

以
上
の

よ

う
な
サ

ン

ガ

に

よ
る

実
践
を

な
お
継
続
さ
せ

る

力
は
、

仏

教
の

本

質
を

考
え
る

う
え

で、

今
後

吟
味

す
る

必

要
が

あ
ろ

う
。

　
と
こ

ろ

で
、

こ

こ

に

は
、

本
書
が

指
摘
す
る
よ
う
な
、

宗
派
を
超
え
た

影
響

関
係

も
み

て

と
る

こ

と

が

で

き
る

。

大
道
老
師
・

ト
ゥ

ル

ン

バ

・

鈴

木
老
師
と
の

＝ 一
者
間
で
、

禅
と
チ
ベ

ッ

ト

仏
教
が

敬
慕
の

念
で

つ

な
が
て

い

る
の

で

あ
る
。

伝
統
仏
教
で

あ
る

禅
・

チ

ベ

ッ

ト
・

テ

ー

ラ

ワ

ー

ダ
仏

教
を

実
践

す
る

「

瞑

想
中
心
の

改

宗
者
」

た

ち
が、

今

後
刺
激
し

あ
い

な

が
ら、

正

統
的
仏

教
を

是
正

し
つ

つ

、

よ

り
豊
か
に

、

よ
り
フ

レ

キ

シ

ブ

ル

に

す
る

も
の

と

評
者
は

期
待
し
て

い

る
。

　

さ
ら
に、

彼
ら

こ

そ

が

仏
教
の

創
造

性
を
生
か
し

、

異
な
っ

た

学
問
領

域
と
の

連
携
も

計
る

で

あ
ろ

う
。

著
者
は

こ

の

こ

と
を

ト
分
に

認
識
し

て

お

り、

心
理
学
や

神
経

学
と
の

連
携
を

本
書
で

紹
介
し
て

い

る
。

先
に

触

れ
た
、

セ

ラ

ピ
ス

ト
の

ウ
ェ

ル

ウ

ッ

ド
の

思

想
な
ど
は
、

非
常
に

興
味

深

い
。

彼
女
の

い

う
「

凵
覚
め
」

と

「

実
現
」

は
、

往
相
と

還

相
を

想
起
さ

せ
、

彼
女
の

ア

プ
ロ

ー

チ
を
も
っ

と

詳
し
く

知
り
た

く
な
っ

た
。

　

著
者
は、

本
書
を、
．．

→
o
α
餌

メ

ゆ
¢

O
α

甑
ω

日

尻

曽
口

〉

ヨ
霙
ざ
餌
コ

「

Φ一
 

舮Q
ご
ロ．．
（ ．．
bU
Φ
OO

ヨ
冒
ゆq
冖

ゴ
 

切
口

畠

α

ケ
蝉

冒

7．
〉°−．
＜

己
¢
O
一

 

O
ω
）

と
い
・
つ

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学
教

授
、

ダ

イ
ア

ナ
・

エ

ッ

ク

の

言

葉
で

締
め

く
く
る

。

「

仏

教
は

ア

メ

リ
カ

の

宗
教
で

あ
る

」

と一、】
口

わ

れ
る

ほ

ど
、

仏

教
は

ア

メ

リ

カ

に

浸
透
し
て

い

る
。

に

も
か
か
わ

ら
ず、

そ
の

事
実
さ

え
、

日

本
で

は

不
思
議
な
ほ
ど

知
ら

れ

て

い

な
い

。

ま
し

て

や、

ア

メ

リ

カ

仏
教
の

実

態
を
把
握

し
て

い

る

日

本
人
が
、

ど
れ

ほ

ど
い

る

で

あ
ろ

う
か

。

評
者

は、

か

な
り
の

程

度
知
っ

て

い

る

つ

も

り
で

あ
っ

た

が、

本
書
を

読
ん
で

初
め
て

知
る

事
実
も
多
か
っ

た
。

　

著
者
は

、

ア

メ

リ

カ

仏

教
を

知
る

こ

と
は
、

「

囗

本
人

が

凵

本
仏

教
の

将
来
を

考
え
て

い

く
た

め

の

参
考
に

も
な
る

と

思

わ
れ

る
」

と

控
え
め

に

述
べ

て

い

る

が
、

そ
れ

は

大
い

に

あ
る

は

ず
で

あ
る
。

わ

ず
か

「

百
五

十

年
の

歴

史
し
か

な

い

ア

メ

リ

カ

仏

教
」

で

あ
っ

た
と

し
て

も、

「

千
五

百

年
の

歴
史
を

持
つ

日
本
仏

教
」

が
知
ら
な
い
、

正
統

派
的

仏
教
を
も
含
む

か

ら
で

あ
り、

し

か

も
そ

の

⊥

壌
は

囚
襲
に
犯
さ
れ
て

い

な

い

か
ら
で

あ

る
。

　

著
者
は
、

仏
教
が

今
後
ア

メ

リ
カ

の

総

人
口

の．
一
％

を

占
め

る

ユ

ダ
ヤ

教
を

凌
ぎ、

ア

メ

リ

カ

の

第、
一
の

宗
教
の

座
に

就
く
可
能
性
さ
え

示
唆
し
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て

い

る
。

驚
く
べ

き
こ

と

で

は

な
か

ろ

う
か

。

本
人

に

知
ら
せ

た

い

と

い

う
強
い

思
い

か
ら

、

い

な
い

。

仏
教
の

も
つ

可

能
性
を
日

本
書
は

執
筆
さ
れ

た
に
違

秋
山

　
学
著

『

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト
リ
ッ

ク

教
会

　

　
　

　

伝
承
と

展
望

　
』

菊
判

　

創
文
社
　
二

〇
一

〇

年
八

月
三
一

円

刊

騒
匿

≦

＋

七
〇
二

頁

　
．

二

〇
〇
〇

円
＋

税
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著
者、

秋
山

学
氏
は

西

洋
占
典
学、

地
中

海
学

、

教
父

学
を

専
門
と

す

る

気
鋭
の

研

究
者
で
、

本
書
は
．
．

○
〇
一

年
に

刊
行
さ

れ
た

学
位
論
文

『

教
父
と

古
典
解
釈

ー
予
型
論
の

射
程
」

（
創
文
社
）

以

後
に

発
表
さ
れ

た
ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典
礼
学、

教
父

学、

西
洋
古
典
学

、

仏
教
・

神
道
を
比

較
項
と

す
る

東

方
キ

リ

ス

ト
教
と
の

比

較
宗
教
学
等

、

広
範
か
つ

エ

ネ
ル

ギ
ッ

シ
ュ

な
研

究
活
動
の

成
果
を
ま

と
め

た
も
の

で

あ
る

。

全
七

〇
二

頁

に

及
ぶ

大
著
で

あ
る

と
い

う
こ

と
に

加
え
て
、

そ

の

内
容
の

精
緻
さ、

重

厚
さ
、

幅
広
さ．

知

見
の

深
さ
に

圧

倒
さ
れ
る

ば

か

り
で

あ
る

。

　

本
書
は
、

書

名
「

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト
リ
ッ

ク

教
会
」

が

端
的
に

示
す
よ

う
に

、

こ

れ

ま
で

我
が

国
で

は
ま
っ

た

く

知
ら
れ

る
こ

と

の

な
か

っ

た

ハ

ン

ガ

リ

ー

に

お
け
る

ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典
礼
に

従
う
カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
の

歴
史
と
現

況
を

紹
介
し

、

同
教
会
に

見
ら
れ

る

典
礼
の

神
学

を
異

教
文
献
研
究
へ

の

新
た

な
「

光
源
」

と

し
、

古
典
文
献
学

、

古
代
学

さ
ら
に

は

東
洋
思
想
を

「

予
型
論
」

と
い

う
著

者
が

持
ち

続
け
て

い

る

独

特
な

解
釈
学
的
視
座
か
ら

捉
え
な
お
し
て

み

る
、

と
い

う
ま
こ

と

に

大
胆

か

つ

壮
大
な

試
み

を
実

現
さ

せ
た

画
期

的
研
究
で

あ
る

。

ま

ず
、

目

次
を


